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国
が
指
定
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ル

ー
ト
と
し
て
道
内
で
初
め
て

「
ト
カ
プ
チ
４
０
０
」
が
選
ば
れ
た
。

　

「
ト
カ
プ
チ
４
０
０
」
は
帯
広
市
を

起
終
点
に
上
士
幌
町
か
ら
大
樹
ま
で
の

管
内
12
市
町
村
を
８
の
字
で
結
ぶ
延
長

４
０
３
㎞
の
ル
ー
ト
で
あ
り
三
国
峠
、

十
勝
平
野
、
太
平
洋
な
ど
の
景
観
を
望

む
こ
と
が
で
き
、
本
町
も
そ
の
ル
ー
ト

に
含
ま
れ
、
道
の
駅
忠
類
は
休
憩
施
設

に
指
定
さ
れ
た
。
こ
れ
を
チ
ャ
ン
ス
と

と
ら
え
本
町
の
Ｐ
Ｒ
を
す
べ
き
で
あ
る
。

　

以
下
伺
う
。

⑴
「
ト
カ
プ
チ
４
０
０
」
指
定
と
町
の

関
わ
り

⑵
受
け
入
れ
環
境
と
今
後
の
改
善
点

⑶
「
ト
カ
プ
チ
４
０
０
」
に
伴
う
効
果

⑷
今
後
の
忠
類
地
域
の
新
た
な
Ｐ
Ｒ

 

町　

長 

⑴
ト
カ
プ
チ
４
０
０
は
、
十
勝
の
サ
イ

ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
基
幹
ル
ー
ト

と
し
て
、
平
成
29
年
に
設
定
さ
れ
、
本

町
で
は
途
別
地
区
か
ら
栄
地
区
ま
で
の

道
道
更
別
幕
別
線
と
町
道
東
４
線
、
忠

類
朝
日
の
町
道
北
10
線
か
ら
国
道

２
３
６
号
沿
い
に
忠
類
共
栄
ま
で
、
忠

類
晩
成
の
国
道
３
３
６
号
、
十
勝
中
央

大
橋
か
ら
札
内
橋
ま
で
の
河
川
敷
の
合

計
約
28
㎞
が
ル
ー
ト
に
含
ま
れ
て
い
る
。

⑵
ル
ー
ト
の
案
内
看
板
や
路
面
表
示
な

ど
分
か
り
に
く
い
個
所
が
あ
っ
た
た

め
、
今
後
、
町
道
だ
け
で
な
く
、
国
道

や
道
道
、
河
川
敷
等
も
に
つ
い
て
も
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
サ
イ

ク
リ
ス
ト
が
走
行
し
や
す
い
表
示
の
整

備
を
進
め
、
安
心
・
安
全
に
走
行
す
る

た
め
の
環
境
整
備
を
国
や
北
海
道
に
要

望
し
た
い
。

⑶
国
内
外
に
対
す
る
国
や
道
、
関
係
団

体
が
一
体
と
な
っ
た
Ｐ
Ｒ
が
可
能
に
な

り
、
サ
イ
ク
ル
イ
ベ
ン
ト
な
ど
関
係
者

の
取
組
を
通
じ
て
、
多
く
の
サ
イ
ク
リ

ス
ト
が
十
勝
を
訪
れ
て
い
た
だ
け
る
と

期
待
し
て
い
る
。
ル
ー
ト
沿
線
の
宿
泊

施
設
や
飲
食
店
な
ど
に
対
す
る
経
済
効

果
だ
け
で
な
く
、
十
勝
の
景
観
を
体
感

し
、
好
印
象
を
持
っ
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
十
勝
管
内
の
住
民
が
こ
れ
を
機

会
に
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
始
め
る
こ
と

で
、
健
康
増
進
の
効
果
が
期
待
で
き
る
。

⑷
引
き
続
き
、
ル
ー
ト
沿
線
の
施
設
と

の
連
携
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
よ
る

情
報
発
信
を
行
い
、
道
の
駅
・
忠
類
を

拠
点
と
し
た
ル
ー
ト
に
つ
い
て
、
サ
イ

ク
リ
ス
ト
の
意
見
を
聞
き
、
忠
類
地
域

へ
の
滞
在
に
つ
な
げ
ら
れ
る
ル
ー
ト
の

設
定
を
協
議
す
る
。

 

再
質
問 

地
域
ル
ー
ト
と
し
て
初
心
者

や
観
光
客
向
け
の
サ
ブ
ル
ー
ト
を
新
た

に
検
討
し
て
頂
き
、
本
町
の
観
光
振
興

に
つ
な
げ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

 

答 

十
勝
ら
し
い
風
景
、
お
い
し
い
農

畜
産
物
を
使
っ
た
食
べ
物
、
温
泉
等
を

活
用
し
な
が
ら
、
ラ
ン
チ
ツ
ア
ー
な
ど

も
計
画
し
、
季
節
に
応
じ
た
サ
ブ
ル
ー

ト
を
情
報
発
信
し
て
い
き
た
い
。

男
性
が
育
児
休
業
を
取
得
し
や

す
く
な
る
制
度
を
定
め
た「
育
児
・

介
護
休
業
法
」
改
正
法
が
本
年
６
月
に

成
立
。
男
性
の
育
児
休
業
の
取
得
率
は

低
く
、
そ
の
要
因
は
何
で
あ
る
の
か
。

　

来
年
10
月
に
は
「
出
生
時
育
児
休
業

（
男
性
版
産
休
）
」
が
施
行
さ
れ
る
予
定

で
あ
る
が
、
本
町
男
性
職
員
の
取
得
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

⑴
男
性
職
員
の
取
得
率
と
目
標

⑵
育
児
取
得
促
進
の
取
組

⑶
「
イ
ク
ボ
ス
」
促
進
の
考
え

 

町　

長 

⑴
昨
年
９
月
１
日
か
ら
１
年
間
で
男
性

職
員
配
偶
者
の
出
産
が
９
人
、
育
児
休

業
取
得
は
１
人
で
、
取
得
率
は
11
・
１

％
で
あ
る
。

⑵
育
児
休
業
取
得
希
望
職
員
の
意
向
を

早
期
に
把
握
し
、
所
属
職
員
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
業
務
調
整

を
行
う
な
ど
、
応
援
し
、
助
け
合
え
る

職
場
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。

⑶
仕
事
の
時
間
の
使
い
方
や
文
書
、
書

類
等
の
簡
素
化
・
効
率
化
、
さ
ら
に
育

児
休
業
を
安
心
し
て
取
得
で
き
る
よ
う

機
運
を
高
め
て
い
き
た
い
。

 

再
質
問 

男
性
職
員
の
育
児
取
得

１
０
０
％
を
目
指
し
、
今
後
民
間
企
業

の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
推
進
を
図
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

 

町　

長 

所
属
長
を
中
心
に
結
婚
し
た

部
下
が
い
れ
ば
気
に
か
け
、
温
か
い
言

葉
を
か
け
る
と
い
う
こ
と
を
各
部
署
で

や
っ
て
い
く
中
で
、
機
運
が
高
ま
る
と

思
っ
て
い
る
。

答問
ル
ー
ト
沿
線
の
市
町
村
・
関
係
機
関
と
の
連
携

強
化
を
図
り
有
効
な
取
り
組
み
を
検
討
す
る

ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト

「
ト
カ
プ
チ
４
０
０
」

に
つ
い
て

問

岡本眞利子 議員
（政清会）

問

2021.11月号

答問

積
極
的
に
促
進
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
施
策

男
性
の
育
休

・
産
休
の
促
進
に

つ
い
て


